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●�こて先温度のオフセット

(例1)
IRON 1の設定温度が400℃で、
実際のこて先温度が410℃の場合
設定温度との差は10℃あるため現在のオフセット
値として-10を入力します。

1.�IRON表示が　 であることを確認します。
●�　を表示している場合は　  ボタンを押して切替え

ます。

2.�カードをステーションに差し込む
●�温度設定モードに入ります。

温度を400℃(750°F)に設定します。

3.�　 ボタンを押す。
●�オフセットモードに入ります。

　 または　  ボタンを用い3桁目の数値を決定しま
す。
入力可能な数値は0（プラスの場合）と－（マイナス
の場合）です。

（°F モードも同じです。）0 または－を選択し、　  
ボタンを押します。
点滅が2桁目に移ります。オフセット値を入力します。
入力可能な数値は0～5です。（°Fモード時は0～9
です。）
2桁目以降はオフセット値入力範囲で設定します。

オフセット値入力可能範囲
℃……-50～＋50℃
°F……-90～＋90°F

オフセット値入力可能範囲を超える数値を入力する
と、再度3桁目に戻りますので正しい数値を入れ直
してください。

4.�こて先温度が安定するのを待ち、こて先温度計でこ
て先温度を計ります。

注意

オフセット入力モード時(点滅している時)は、現在のオ
フセット値で制御されます。

5.�こて先温度と設定温度の差を入力します。

7. エラー表示

表示が選択されていない方のIRONでエラーが発生した場合、自動的に表示が切り替わり、エラー表示を行いま
す。エラーが復帰した時は自動的にもとの表示に戻ります。

●�センサーエラー

●�下限設定温度エラー

●�ヒーター端子短絡エラー

●�はんだこてエラー

センサー/ヒーター切れ（センサー回路を含む）の可能性
がある場合　　    を表示し、通電をストップします。

こて先が正しく挿入していない場合にもセンサーエラーとなり
ます。

センサー検出温度が設定温度より下限設定分、低くなっ
た場合に、　　    が表示され、警報ブザーが鳴ります。こ
て先温度が設定温度範囲内に上昇すれば、ブザーは鳴り
止みます。

例
設定温度が400℃/750°Fで、下限設定温度が50℃
/100°Fの時、ヒーターは通電されているにもかかわら
ず、温度が降下し続け、最終的に左に示す値より低下し
た場合、表示される値が点滅してこて先温度が低下し
ていることを示します。

こて先が間違った方向に挿入されたり、この商品では使
えないこて先が挿入されたり、コネクタとの接続部に異物
が混入したりしていると、　　    が点滅表示され、警報ブ
ザーが連続して鳴ります。

こて接続コードがステーションに接続されていないか、間
違ったはんだこてが接続されると、　　     が表示されます。
ブザーが連続して鳴ります。

　 ボタンまたは 　 ボタンを長押しして下さい。
通電ONになります。

例：�350℃（400℃-50℃）

� 設定温度　　下限設定温度

� 　　OR

� 650°F（750°F-100°F）

� 設定温度　　下限設定温度

5. 使用方法

注記：

ハッコーFM-2028とこて先が正常に接続されていれば
温度表示とこて先への通電がオフの状態でも設定の変
更ができます。

6. パラメーター設定

工場出荷時には次の設定でセットされています。

� IRON 1�� IRON 2
℃/°Fの切換え� � ℃
パワーセーブ� 15分� � 15分
下限設定温度� � 150℃
オフセットフリー設定� � 40
設定温度� 350℃� � 350℃
ブザー音設定（C-E音、S-E音）� � ON
ブザー音設定（設定温度到達音）� � ON

●�パラメーター入力モード
1.�℃（摂氏）、°F（華氏）の切換え

いったんパラメーターモードに入ると以下の順に設定
されます。全てのパラメーターが設定された後、通常
の動作に戻ります。
1.�電源スイッチを切ります。
2.�カードをステーションに差し込みます。
3.�　  と　  ボタンを同時に押しながら電源スイッチ

を入れます。
4.�　  と　  ボタンを押し続けます。　　  （摂氏）また

は　　   （華氏）が表示されればパラメーター入力
モードに入っています。

●�　  または　  ボタンを押すと　　   または
に交互に変わります。

● 　  ボタンを押すと表示が決定され、パワーセーブ
の入力に移ります。

6. パラメーター設定

4.�オフセットフリー設定モード ●�オフセットフリー設定モードに移ると　 　  か  　　    
が表示されます。

　　  ：�カードを差し込まないとオフセットできませ
ん。

　　  ：�カードを差し込まなくてもオフセット値入力
できます。

　  または　  ボタンで　　   か　　   を選択後　
　ボタンを押します。

5.�ブザー音設定（C-E音、S-E音） ●�センサーエラー、はんだこてエラー時のブザー音設
定モードに移ると           または          が表示さ
れます。

　　  ：�エラー音が出ません。

　　  ：�エラー音が出力されます。

     または     のボタンで選択し     ボタンを押し
ます。

6.�ブザー音設定（設定温度到達音） ●�設定温度到達時のブザー音設定モードに移ると
�          または          が表示されます。

　　  ：�はんだこてが設定温度に到達してもブザー
は鳴りません。

　　  ：�はんだこてが設定温度に到達するとブザー
が鳴ります。

     または     のボタンで選択し     ボタンを押し
ます。
パラメータ入力モードが終了すると、通常の制御を
開始します。

ハッコーFX-952は6つのパラメーターを持っています。
1）�温度表示℃、°F切換え
2）�パワーセーブ
3）�下限設定温度
4）�オフセットフリー設定モード
5) ブザー音設定（C-E音、S-E音）
6) ブザー音設定（設定温度到達音）

注記：

パワーセーブはIRON 1、IRON 2個々に設定可能です。
他のパラメーター設定は共通です。

注意

この部分を押しながらコネクタから外します。

スリーブ組品の前側部分を持って、こて先を取り外します。

この部分を持ってこて先をスリーブ組品へ挿入します。

この部分を持ってコネクタへ挿入します。

注意

こて先は高温になっています。やけどの原因となりますので、取扱には十分ご注意ください。
耐熱パッドであっても熱いこて先を長時間保持することは避けてください。

●こて先の取外しと挿入

こて先の取外し
●�スリーブ組品のロック部（二箇所）を押し込みなが

ら、スリーブ組品を外します。

注意
・�ロック部を押した状態でスリーブ組品を引かないと

ロック部が破損する恐れがあります。
・�スリーブ組品を外さずに直接こて先を引き抜くと、そ

の勢いでスリーブが飛んで破損する恐れがありまま
す。

●�スリーブ組品の先端を持って、こて先を抜きます。

こて先の挿入
●�こて先の先端を持ち、スリーブ組品へ挿入します。

注意
挿入する際はカチッと音が鳴るところまでこて先を押し
込んでください。こて先がはまりましたらそれ以上無理
に押し込まないようにしてください。

●�こて先をしっかりコネクタ組品にはめ込みます。

注記：
こて先が正しく挿入されていないと　　　と
いう表示が現れます。

注意
こて先先端を持つ時は、やけどの危険があります。
必ず耐熱パッドを用いてください。

●�　　　　 または 　　　　が表示された場合

2.�パワーセーブ設定

はんだこてをこて台においてからパワーセーブ機能が
働くまでの時間を設定します。

注記：

パワーセーブ機能を使用しない場合は、中継コード
でこて台とステーション本体を接続しないでくださ
い。

パワーセーブ　例）
2  0�スリープ（こて台に置いた直後）
210�スリープ（こて台に置いて10分後）
230�オートパワーシャットオフ（こて台に置いて30分後）

注記：

パワーセーブ機能は1分単位で設定できます
（最長30分）。

● スリープ機能が働くと、こて先の温度が下がり始め
ます。

●�　　  の時は、いずれかのボタンを押すかこて台か
らはんだこてを取り出すことでヒーターへの通電は
再開されます。

注記：

設定温度が300℃/570°F未満の時にはスリープ機能
は働きません。

●�オートパワーシャットオフ機能が働き、ヒーターへの
通電が停止した場合、ブザーが3回鳴ります。

●�　       の時は、はんだ付けを再開するには電源
スイッチを一旦オフにし、再度オンにしてくださ
い。

ステーションがパラメーター入力モードに設定されま
したら、下記の手順に従ってください。

はんだこてをこて台において15
分経過すると、自動的に温度が
200℃/400°Fまで降下し、パワー
セーブとなります。

はんだこてをこて台において10
分経過すると、自動的に温度が
200℃/400°Fまで降下し、パワー
セーブとなります。

(例) パワーセーブ設定を10分にする

(例) オートパワーシャットオフ機能に
� 設定する

注記：

IRON 1の設定完了後、自動的にIRON 2の設定へ
移行します。

カードを差し込んである状態から、オフセットを入力する
には…

1.�　 ボタンを1秒以上押し続けます。最初に現在の
オフセット値が表示され、1秒後、3桁目の数字が点
滅しオフセット値入力モードに入ったことを示しま
す。
こて先温度のオフセットの項目3に従って操作して
ください。

2.�　 ボタンを押している時間が1秒未満の時は、2秒
間オフセット値を表示し、その後設定温度の表示に
戻ります。

●�下限設定温度の入力に入ると3桁目が点滅します。
以降、温度設定の要領で数値を入力、決定します。

●下限設定温度範囲(左表参照)を超える数値を入力
すると、再度、3桁目の入力に戻りますので正しい数
値を入れ直してください。

●�決定後、次のオフセットフリー設定モードに移りま
す。

3.�下限設定温度入力

下限設定温度入力とは
●センサー温度が設定温度より下限設定分、低く
　なった場合にエラー表示し警報ブザーが鳴りま
　す。センサー温度が設定範囲内に戻ればブザー
　は停止します。

　下限設定温度範囲
摂氏： 30～150℃
華氏： 60～300°F

(例)設定温度が350°Cで下限設定温度が
       100°Cの場合、温度が250°Cまで低く
       なった時、警報ブザーが鳴ります。


